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物  質  名 α－メチルスチレン ＤＢ－49 

別   名 
メチルスチレン 
2-フェニルプロピレン 
イソプロペニルベンゼン 

C A S 番号 98-83-9 
PRTR 番号 第 1種 335 
化審法番号 3-5 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C9H10 分 子 量 118.19 
沸 点 165.4 ℃ 1） 融 点 -23.2 ℃ 1） 
蒸 気 圧 1.9 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.83 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 3.48 3）  116 mg/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4,500 mg/kg 5）  
 ラット 経口 LD50 4,900 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LCLo 3,000 ppm（14,490mg/m3）5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラット雌雄に 0、40、200、1,000 mg/kg/dayを交尾前 14日から交配を経て雄
は計 43 日間，雌は妊娠、分娩を経て哺育 3 日まで強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day
群の雄で体重増加抑制および摂餌量減少、雌で妊娠後期に体重増加抑制の傾向を認め、雌雄

で腎臓腫大、肝臓腫大及び肝細胞の好酸性変化、副腎束状帯の脂肪滴の増加、雄で尿細管上

皮の硝子滴の増加と好塩基性変化、膀胱の結石形成と粘膜上皮の増生、雌で尿細管上皮の空

胞化とリンパ球浸潤、胸腺の萎縮を認めた。また、雄の血液生化学検査では、GPT、尿素窒
素、カリウムの上昇およびトリグリセライドの低下を認めた。200 mg/kg/day群でも雌雄で肝
臓および腎臓、雌で胸腺に同様な組織変化を、雄で GPT の上昇を認めた。この結果から、
NOELは 40 mg/kg/dayであった 6）。 
・ラット、モルモット、ウサギ、サルに種々の濃度を 6ヶ月間（7時間/日、5日/週）吸入させ
た結果、ラット及びモルモットでは 14,760 mg/m3で、ウサギでは 2,952 mg/m3で死亡を認め

た。また、体重増加の抑制や肝臓、腎臓の重量増加などの影響は 2,952 mg/m3～3,936 mg/m3

でみられ、すべての種で NOAELは 984 mg/m3（暴露状況で補正；205 mg/m3）であった 7）。

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・上記の Sprague-Dawleyラットを用いた強制経口投与 6）では、交尾率、受胎率、妊娠期間、黄

体数、着床数、着床率、出産率、分娩率および分娩への影響を認めなかったが、1,000 mg/kg/day
群の新生仔では体重がやや小さく、また 2腹の全新生仔死亡のため 4日生存率が若干低下し
た。出生仔数や性比、出生率、外表、一般状態、出生後の体重増加量などへの影響は認めな

かった。この結果から、NOELは親ラットの雄で 1,000 mg/kg/day、雌で 200 mg/kg/day、仔で
200 mg/kg/dayであった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ボランティアへの実験では 2,952 mg/m3以上で目や鼻を強く刺激し、984 mg/m3で軽度の目性

刺激と不快臭、492 mg/m3で不快感を感じない程度の臭いを感じ、246 mg/m3では目への刺激
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はなかったと報告されている 7）。 
・本物質は目や皮膚、上気道への刺激性を有し、持続的な暴露で皮膚炎や中枢神経系の機能低

下を生じることがある 8）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 9） 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 10） TLV-TWA 50 ppm（242 mg/m3） 
TLV-STEL 100 ppm（483 mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 40 mg/kg/day （肝臓、
腎臓、胸腺の組織変化）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 4 mg/kg/day を暫定無
毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 242 mg/m3（刺激の予防）を採用し、暫定無毒性量

として設定する。 
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